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平成12年11月時点におけるわが国のインターネッ

ト（以後ネット）の企業普及率は 95.8％、世帯普及率

は34.0％、利用者数は同年末で4,708万人となり、1年

間で約74％増加した（総務庁, 2001）。このようなネッ

トの普及に伴い、これらが我々の対人関係や心理的健

康に及ぼす影響についての議論がなされてきた。例え

ば、Kraut ら（1998）は、ネット利用が家族や友人と

の関係を疎遠にし、孤独感や抑うつ感を高めるという

報告をしている。しかし、一方で、コミュニケーショ

ンツールとしての利用価値が高いとされるネットが、

対人関係の維持向上に役立ち、その結果、心理的にポ

ジティブな効果を生じさせる可能性もある（McKenna & 

Bargh, 2000; 森, 1999）。例えば、加工や修正が簡易で用途

の柔軟性の高いネットでは情報交換が容易であり、と

くに非同期的ツールの場合は、対面や電話の時のよう

に臨機応変な対応を要求されず、自分のペースで交流

できるので、心理的なストレスが少なく心理的健康に

有効ではないかと考えられる。 

このようなネット利用のポジティブな効果につい

て、本研究では、心理的健康の変数として性格変数で

ある「幸福感」を取り上げ、ネット特有のコミュニケ

ーションにより①対人不安が低減し、そのことにより

幸福感が高まるのかについて、その因果関係を検討し

た。また、ネガティブな効果については、Kraut らの

報告のようにネットの利用が②孤独感を高めるという

効果を持ち、それが、幸福感を引き下げるのかについ

て、その因果関係を検討した。 

なお、今回は、ネット利用者の代表的な用途である

Eメールとホームページ（以下HP）閲覧について報告

する。本研究では、パソコンだけではなく、ネット用

接続端末の多様化の中で、昨年1年で約4倍にも利用

者が拡大している携帯電話や PHS からのネットユー

ザーに関しても調査対象者とした。 

 

方法 

 調査対象 関東および関西の 4 年生大学の大学生

274名（男性 104名、女性 162名、性別不明 8名）を

対象とした。平均年齢は男性が20.7歳、女性が20.1歳

であった。欠損値の関係で最終的に分析対象となった

のは、178名（男性 63名、女性115名）であった。 

 手続き 調査実施時期は、平成12年 10月に 1回目

調査、平成 13年 1月に 2回目調査を実施した。 

調査項目 ネット利用に関しては、①Eメール端末、

ネット接続端末の種類、②Eメール使用、HP閲覧状況

（1日の使用時間・1週間の使用日数）であった。 

心理変数に関しては、媒介変数の対人不安と孤独感、

従属変数の幸福感に関し、以下の尺度を用いた。 

① 対人不安：Fenigsteinら（1975）の5項目を7段階の階

梯尺度で用いた。α係数は.82と.86であった。 

②孤独感：家族や友人関係における孤独感、および社

会的孤独感の3因子を測定した。家族と友人関係に

おける孤独感に関しては、広沢ら(1984)の孤独感尺

度から各 10 項目、社会的孤独感に関しては別途 5

項目を作成し、7 段階の階梯尺度で用いた。α係数

は,家族関係孤独感が.86と.88、友人関係孤独感は.88

と.88、社会的孤独感は.73と.77であった。 

③幸福感：現在の幸福感に関して最低の0点から最高

の 100点までに得点をつける単一尺度を用いた。 

デモグラフィック変数は、性別と年齢であった。 

 

結果 

Eメール利用者は、1、2回ともに全体の 71％（126

名）、ネット利用者は、1回目75.3％（134名）、2回目

79.8％（142名）であった。 

接続端末 Eメール利用者のうち携帯電話か PHSの

みの使用者は両調査時点で 23.8％、パソコンのみの使

用者は 1回目が 25.4％、2回目が 15.8％、両ツールの

使用者は、1回目が 50.8％、2回目が 60.3％であった。

ネット用の接続端末に関しては、ネット利用者のうち、

携帯電話かPHSのみの使用者は4.5％と 4.9％、パソコ

ンのみの使用者は 1回目が 61.2％、2回目が 54.2％、

両ツールの使用者は、1回目が37.3％、2回目が45.8％

であった。 

因果関係 次に図 1の概念モデルを検討するために、

初回調査時の値が、追跡調査時の値に影響を及ぼすか

について検討する交差遅れ効果モデル（Cross-Lagged 

Effect Model）（図2）を用いて、図中にアルファベット

を付したパスに関する因果関係の分析を行った。 
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幸福感への因果関係について、Eメールと HP閲覧

の1日あたりの使用時間と週あたりの使用日数ごとに、

媒介変数の孤独感の3因子と対人不安についてそれぞ

れ分析し、次のような結果を得た。 

 孤独感を媒介した因果関係 表 1のように、Eメー

ルの使用は、間接的に友人関係孤独感を高める（パス

ａ）ことによって、幸福感を下げていた（パスｂ）。ま

た、直接的にも幸福感を下げていた（パスｃ）。しかし

家族関係孤独感や社会的孤独感は媒介しなかった。一

方、ＨＰ閲覧は、間接的に社会的孤独感を低める（パ

スａ）ことによって、幸福感を高めていた（パスｂ）。

また、直接的には幸福感を下げていた（パスｃ）。しか

し、家族や友人関係の孤独感は媒介しなかった。 
 

表 1 孤独感を媒介した因果関係(Eメール利用) 

因果パス                   分析結果 

a： Eメール使用（時/日） → 孤独感（友人） .15*** 

b： 孤独感（友人） → 幸福感 ‐.14† 

Eメール使用（時/日） → ‐.17** 
c： 
Eメール使用（日/週） → 

幸福感 
‐.16* 

a： HP閲覧（日/週） → 社会的孤独感 ‐.14* 

b： 社会的孤独感 → 幸福感 ‐.16* 

HP閲覧（時/日） → ‐.18** 
c： 
HP閲覧（日/週） → 

幸福感 
‐.16** 

注 1 ***p< .001, ** p< .01, * p< .05, † p< .10。 
注 2. a,b,cは図 1のパスに対応し、有意なもののみ記載。 
 

 対人不安を媒介した因果関係 表2のように、Eメー

ルの使用は、対人不安を下げる（パスａ）ことによっ

て、間接的に幸福感を高めていた（パスｂ）。また、直

接的には幸福感を下げていた（パスｃ）。しかし、ＨＰ

閲覧は、幸福感に対して、対人不安を媒介にした関係

を持たなかった。 

表 2 対人不安を媒介した幸福感への因果関係 

因果パス             分析結果 

Eメール使用(時/日) → ‐.10* 
a： 
Eメール使用(日/週) → 

対人不安 
‐.08† 

b： 対人不安 → 幸福感 ‐.19** 

Eメール使用(時/日) → ‐.16* 
c： 
Eメール使用(日/週) → 

幸福感 
‐.15* 

注 1. ***p< .001,  * p< .05, † p< .10。注2. 有意なパスのみが記載。 

 

考察 

ネット接続機器 本調査では、E メールとそれ以外

のネット利用について、個別に接続端末を調べた。そ

の結果、Eメール利用者の約60％、ネット利用者の約

46％が、パソコンと携帯端末を併用しており、これら

の接続端末を用途別に使い分けている現状が推測でき

た。今後のネット研究では、接続端末の多様化で変化

する使い方への考慮も必要であろう。 

ネット利用の幸福感への因果関係 

 ネガティブ、ポジティブ両面の効果が見られた。 

① ネガティブな効果 メール利用は、友人関係にお

ける孤独感を高めることで、間接的に幸福感を下げて

いた。また、メール利用、ＨＰ閲覧は共に直接的に幸

福感を下げていた。② ポジティブな効果 メール利用

は対人不安を低減させることで、HP 閲覧は社会的孤

独感を低めることで、共に間接的に幸福感を高めていた。 

このように、本調査の結果は、Ｅメールの使用が友

人関係における孤独感を低めるという点では Krautら

（1998）の報告の追証となったが、友人関係における

孤独感が幸福感を引き下げる効果は弱く、逆にEメー

ルの使用で対人不安の低減、HP の閲覧では社会的孤

独感を低めることを通してより幸福感を高めるという

ポジティブな結果が得られた。推測したようにEメー

ルのような非同期的ツールでは、対面場面のように即

時的な対応は求められないことなどが、対人不安を軽

減させたのかもしれない。これらのメカニズムや、直

接的なネガティブ効果の原因の解明が望まれる。 
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図 2.交差遅れ効果モデル 

図 1.概念モデル 


